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中学校数学 第３学年

生徒用解答

次の式を因数分解しなさい。

（１）３ax －６ay （２）４x２y －６ xy２－１０xy

（３） x２＋７ x ＋１０ （４） x２＋２ x －１５

（５） x２－８ x ＋１６ （６） x２－３６

次の式を因数分解しなさい。

（１）２ x２－１４x ＋２４ （２） ５ax２－１０ax －１５a
＝２（x２－７ x ＋１２） ＝５a（x２－２ x －３）

＝２（x －３）（x －４） ＝５a（x ＋１）（x －３）

（３） ４x２－４ x ＋１ （４） （ a＋２）２＋３（ a＋２）－４

＝（２x）２－２×２x×１＋１２ ＝ X２ ＋３X －４

＝（２x －１）２ ＝（X －１）（X ＋４）

＝（ a＋２－１）（ a＋２＋４）

＝（ a＋１）（ a＋６）

ほっかいどうチャレンジテスト

冬休み版③

１

２

多項式の各項に共通な因数があるときは、分配法

則を使って、共通な因数をかっこの外にくくり出し

て式を因数分解します。

ａ＋２を１つの文字におきかえて、因数分解の公

式を使います。

３a（ x －２y） ２xy（２x －３y －５）

（x ＋２）（x ＋５） （x －３）（x ＋５）

（x －４）２ （x ＋６）（x －６）

２（x －３）（x －４） ５a（x ＋１）（x －３）

（２x －１）２ （ a＋１）（ a＋６）

※次のページにも、問題があります。
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次の方程式を解きましょう。

（１） x２＝５ （２） x２－２ x ＝０

x（ x －２）＝０

x ＝０， x ＝２

（３） x２－９＝０ （４）（ x－３）２＝２

（x ＋３）（x－３）＝０ x－３＝

x ＝－３，x ＝３ x ＝３

（５）（ x－４）（ x＋１）＝－６ （６） ２ x２＋３ x －１＝０

x２－３ x －４＝－６ x ＝

x２－３ x ＋２＝０

（x －１）（x －２）＝０ x ＝

x ＝１，x ＝２

x ＝

次の問題に答えましょう。

（１） 次の式の□にあてはまる数を （２）連続する２つの整数の２乗の差
かき入れましょう。 は、その２数の和に等しいことを

証明しましょう。

３２－２２＝５ （証明）連続する２つの整数のうち、
４２－３２＝７ 小さい方の整数を n とすると、
５２－４２＝９ 大きい方の整数は n ＋１と表

される。
２乗の差は
（n ＋１）２－ n２

＝ n２＋２ n ＋１－ n２

＝２ n ＋１
＝ n ＋（n ＋１）
したがって、連続する２つの

整数の２乗の差は、その２数の
和に等しい。
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x ＝ x ＝０， x ＝２

x ＝－３，x ＝３ 2x ＝３

x ＝１，x ＝２

x ＝
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解の公式を使用し

ます。
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